
●Jefferson Industries Corporation（JIC）
●Jefferson Southern Corporation（JSC）
●Austin Tri-Hawk Automotive, Inc.（ATA）
●G-TEKT America Corporation（G-TAC）
■G-TEKT North America Corporation（G-NAC）

●G-ONE AUTO PARTS DE MEXICO, S.A. DE C.V.（G-ONE）
●G-TEKT MEXICO CORP. S.A. DE C.V.（G-MEX）

メキシコ

アメリカ

●G-TEKT Europe Manufacturing Ltd.（G-TEM）
●G-TEKT Europe Manufacturing Ltd.（G-TEM2）
●G-TEKT Europe Manufacturing Ltd.（G-TEM3）
●G-TEKT Europe Manufacturing Ltd.（G-TEM4）

イギリス

●Auto Parts Alliance (China) Ltd.（APAC）

●G-TEKT (Shanghai) Technical & Trading Co., Ltd.（G-STT）

●Auto Parts Alliance (China) Ltd.（APAC2）
●Wuhan Auto Parts Alliance Co., Ltd.（WAPAC）

●Conghua Auto Parts Alliance (China) Ltd.（C-APAC)
■Guangzhou Nansha Auto Parts Alliance (China) Ltd.（N-APAC）

中国

●G-TEKT (Thailand) Co.,Ltd.（G-TTC）
●G-TEKT Eastern Co.,Ltd.（G-TEC）
●G-TEKT Eastern Co., Ltd.（G-TEC2）
●Thai G&B Manufacturing Ltd.（TGB）

タイ

●Jefferson Elora Corporation（JEC）

カナダ

生産拠点
S&E拠点

●G-KT do Brasil Ltda.（G-KTB）

ブラジル

■G-TEKT(Deutschland) GmbH.（G-TED）

ドイツ

●G-TEKT India Private Ltd.（G-TIP）

インド

●PT.G-TEKT Indonesia Manufacturing（G-TIM）

インドネシア

●G-TEKT Slovakia, s.r.o.（G-TES）

スロバキア

●Wuhan Auto Parts Alliance Co., Ltd.（WAPAC2）（閉鎖）

（G-TECと統合）

グローバル拠点

　ジーテクトのグローバル拠点は、現在12か国に、28工場、
3S&E、1R&D、1LABを展開しています。2024年度中には、29
番目となる中国・南沙工場、30番目となる日本・中部工場が稼働
を開始する予定です。
　今後、電動化の流れがますます加速していくと考えられる中で、
グローバル拠点はより重要な役割を担っていきます。現地拠点の
さらなる強化と、拠点間の連携深化によって、スピードに乗り遅れ
ない体制を構築していきます。

　ジーテクトの前身である菊池プレス工業と高尾金属工業は、自動車OEMの海外進出に追随する形で、1980年代に初の海外進出を果た
しました。合弁事業に参画した両社が相互に補完しつつ困難を克服する中で、海外事業の経営ノウハウを蓄積することができました。
　その後も自動車OEMの完成車工場の近郊に工場を新設していき、受注も拡大しました。2019年には欧州大陸初となる生産拠点G-TES
（スロバキア）が操業を開始しています。サプライヤーに求められる責任であるQCDを高水準でクリアできる体制を整えることによって、引き続
き着実な受注につなげていきます。

生産拠点

　10年後、20年後のクルマを見据えた研究を行う「G-TEKT TOKYO LAB (GTL)」を中心とした研究開発体制によって、将来の受注拡大
を図っています。GTLのほか、R&D拠点「C&C栃木」では、お客様と密接に連携し、商品の開発・提案を通してお客様に働きかけています。
　また、アメリカ・デトロイト、ドイツ・ミュンヘン、中国・上海には営業支援機能を持たせたS&E (Sales & Engineering) 拠点を設けています。
S&E拠点の設置によって、現地のお客様のご要望にスピーディに対応できるため、非日系自動車OEMを含めたお客様から信頼を獲得し、受
注拡大につながっています。また、現地の最新トレンドや技術動向をリサーチし、その情報を拠点間で展開することで、GTLにおける先進技術
開発にフィードバックしています。
　今後は、市場の実情に合わせたグリーンマテリアル採用など、事業を通したサステナビリティ推進の領域でも、各地域のお客様と連携を深
めていきます。

研究開発拠点
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海外売上の推移

G-NAC（アメリカ）設立
G-TED（ドイツ）設立 G-TES（スロバキア）操業開始

GSR（中国・現G-STT）設立

従業員の多様性
正社員8,330人
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販売国の多様性
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売上高3,446億円

2011年度 2023年度

海外売上高 973億円 2,923億円

海外売上比率 72% 85%

非日系自動車OEM向け売上高 0億円 280億円
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VALUE CREATION

価値創造への取り組み




